
この間、食べた「長崎和牛」おいしかったね。

そうだね、長崎県には、和牛のほかにも「みか
ん」や「いちご」、「じゃがいも」などおいし
いものがたくさんあるんだよ。

私も。でも、作っている農家の人が減っているって
聞いたよ。大丈夫かな？

よく知ってるね。今の農家の人達も年齢が高く
なって、やめる人が増えてきているけど、代わ
りに作る若い農家の人が少なくなっているんだ。

農業だけでなくて、林業で働く人が減ると農地
や山林の手入れができなくなって、イノシシの
すみかになったり、大雨が降ったら土砂崩れが
起きるなどの危険もあるんだよ。

新たな「ながさき農林業・農山村活性化計画」
が決まりました！

～ 第３期ながさき農林業・農山村活性化計画について～

第３期ながさき農林業・農山村活性化計画の詳細はこちら

お問い合わせ先
長崎県農林部農政課:095-895-2913

農家の人が少なくなるとどうなるの？
長崎のおいしいものが食べられなくなるの？

どうして農業や林業で働く若い人が少ないの？
仕事がきついからかな？

田舎のおじいちゃんのところに遊びに行ったら、周
りに野菜を作らなくなった畑が多くなって、草刈り
もできていないって言っていたよ。

でも、最近の農業や林業はね、ロボットやド
ローンをパソコンやスマートフォンで操作して、
作物を育てたり、運んだりできるように変わっ
ていこうとしているんだ。
それから、都会から自然いっぱいの農山村で暮
らしたいという若い人達も増えているんだ。

長崎にたくさん来てもらって、これからもおいしい
ものを作ってもらいたいね。

そうだね。そのために、どうやったら若い人達に
長崎の農業、林業、農山村を選んでもらえるかを、
まとめた計画が新しくできたから、それを見てみ
ようか。

第3期ながさき農林業・農山村活性化計画 検索



◎暮らしやすい農山村を目指します。

第3期ながさき農林業・農山村活性化計画のポイント

さまざまな「ひと」が活躍でき、働きやすい・もうかる「しごと（農業・林業）」、
快適に住み続けられ・にぎわう「まち（農山村）」を目指します。

将来像

◎元気で豊かな農林業を目指します。

農業と林業でがんばる「ひと」を応援します

農業・林業で働く若い人
を増やし、育てます

もうかる経営を目指す、やる
気がある人を応援します

人手が足りない農家へ
さまざまなサポートを行います

「しごと（農業・林業）」の収入を伸ばします

若い人が農業・林業に
取り組みやすい技術をつくり、

広めます

「しごと」を支える環境づくりと、長崎の農産物のブランド化を進めます

バラバラにある農地を集めて
作業しやすい形に
整備します 長崎の農産物のPRや外国

への輸出を進めます

長崎の農産物を使った
ヒット商品を作ります

「ひと」が集まる「まち（農山村）」づくりを進めます

きれいな景色など農山村
の魅力を発信し、都会の
人の交流を増やします

相談や住む環境を整えて、
農山村に移り住む人を

増やします

自然災害や農作物被害が
少ない環境を整えます

「まち（農山村）」に住む人が働ける「しごと」を作ります

地域ならではの農産物や、
商品を作ります

農業体験、農家の民宿
などを通じて都会の人を

呼び込みます

高齢者の買い物サービス
など直売所の仕事を

広げます

生産拡大のための設備、機
械を取り入れる農家を応援

します


